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プロジェクト紹介および運用について (近藤)

「富岳 NEXT」の開発・整備に関する第1回記者勉強会（2025年2月4日）

想定システム・ハードウェア機能・仕様概要のご紹介 (佐野)

資料ダウンロードURL: https://www.r-ccs.riken.jp/media/20250204-1/

https://www.r-ccs.riken.jp/media/20250204-1/
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システムソフトウェアの開発概要および
富岳NEXTがもたらすAI for Science (佐藤)

「富岳 NEXT」の開発・整備に関する第2回記者勉強会（2025年3月17日）

資料ダウンロードURL: https://www.r-ccs.riken.jp/media/20250317-1/

https://www.r-ccs.riken.jp/media/20250317-1/


●アプリケーション（計算科学）の概要

●「富岳NEXT」に期待される Society5.0 アプリケーション

「富岳 NEXT」の開発・整備に関する第3回記者勉強会（2025年5月27日）



次世代計算基盤に係る調査研究 (システム調査研究)
- 理研チーム -
成果報告書 要約版
アプリケーション調査研究 より
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⚫ 取組の概要

⚫ アプリケーション調査研究グループでは、計算科学・社会科学・データ科学のアプリ分野から構成す
るサブグループにおいて、次世代計算基盤により最先端の研究成果を実現するために必要な計算資源
に関する調査を行う。本調査には、一般的な性能指標に加え、生産性といったアプリケーションプロ
グラムの性質を規定する様々な指標の調査を含む。次に、本調査に基づき、次世代計算基盤における
アプリ性能を見積もるための代表的なアプリの特性を反映した（マイクロ）ベンチマークの構築を行
う。アーキテクト選定の更新を受けて、サイエンスロードマップへの反映を行う。

⚫ 2024年度の成果概要

⚫ 主にアプリ分野で活動する ① 生命科学、② 新物質・エネルギー、③ 気象・気候、④ 地震・津波防
災、⑤ ものづくり、⑥ 基礎科学、⑦ 社会科学、⑧ デジタルツイン・Society5.0 の8つのサブグ
ループ（純アプリグループ）とこれらのサブグループの活動を支援し、他グループとの連携を図る計
算機科学分野の ⑨ 科学技術計算アルゴリズム、⑩ 機械学習アルゴリズム、⑪ ベンチマーク構築、
⑫ 性能モデリング技術 の4つのサブグループ（CSグループ）で、適宜全体会合やワークショップを
開催しながら、互いに連携して調査研究を進めた。アーキG、システムソフトGとも連携し、全体での
情報交換の場を設け、ベンチマークやアーキテクチャ選定の現状について討議した。アーキGによっ
て想定するアーキテクチャとシステム構成が絞り込まれたので、これに基づいて、各サブグループで、
2030年頃に期待される成果や必要となる技術要素に関して検討し、それを実現するために解決すべき
課題について整理した。

アプリケーション調査研究グループ



次世代計算基盤で期待されるブレークスルーと達成目標（1/2）

基礎科学分野
• 素粒子・原子核・宇宙・惑星の各分野において、
以下のことが「富岳」の約10倍の計算能力によって
可能になる
・LQCDから標準模型検証とそれを超える物理の探索、
宇宙や物質のなりたちの解明に迫る第一原理計算群
・中性子過剰核の存在限界やクラスター構造の解明
・銀河全体→分子雲内部構造:一貫したシミュレーション
・宇宙に存在する多様な銀河の形成進化史に迫る
・太陽内部:磁場生成から黒点形成まで一貫して追う
・銀河団・銀河群スケールのダークマターハローを
分解できる(ニュートリノDM)数値シミュレーション

• 各アプリでAI活用/AI加速を進めることによる成果創出
• 基礎科学の発展が未来の科学技術の発展に資する

原⼦核
殻模型
計算

銀河シミュ
レーション

ニュートリノ
・ダークマター

LQCD計算

太陽シミュ
レーション

生命科学分野
・これまで実験で捉えられなかった生体内のメカニズム
の解明・予言。例: 心臓全体のマルチスケールシミュ
レーション, 霊長類全脳データ同化, 1細胞データ同化

・多階層のデータ及びシミュレーションをAI・LLMによ
り統合した個別化医療及び創薬基盤構築。例: 

・100万規模の遺伝子変異に対するMDシミュレーショ
ンによる個別の疾病メカニズム解明と創薬
・高精度医療の実現に向けた、ゲノム・オミクスネッ
トワーク・細胞・臓器までに渡るマルチスケールデ
ータと計算結果を統合する基盤(LLM)モデル

・上記ブレークスルーを達成するためには、少なくとも
10倍程度の計算資源とGPUへの最適化が前提になる。

個別化・高精度医療

新規医薬品開発基盤

× AI
LLM超大規模計算

新規ターゲット・モダリティに即応

個々人に適した治療法・治療薬の推薦

固体電解質
シミュレーションによる

全固体電池の性能劣化予測

量子物質の分光学
シミュレーションによる
量子もつれ構造解析

不規則系磁性材料の
大規模データベースによる
新永久磁石材料探索
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ト ポロジカル物質
シミュレーションによる
新量子デバイス設計

新物質・エネルギー
・「富岳」の5-10倍の規模の数値計算が可能となるこ
とで、大規模磁性材料データベース構築、全固体電池
・太陽電池材料のAI加速第一原理計算、トポロジカル
量子物質の超高速応答およびレーザーと量子物質の相
互作用のシミュレーション、さらには量子物質内の量
子縺れ制御のための数値実験の実現を目指す。
・高性能モーターや高効率太陽電池、高性能・高信頼
二次電池、省電力スピンデバイス、量子デバイス材料
の探索・実装に必要な時間・資源の削減が期待される。
またデバイス材料の性能劣化予測が可能となることが
見込まれ、次世代計算基盤が安定的なエネルギー網の
構築に貢献することが期待される。

社会科学分野
・LLMをベースとしたエージェントシミュレーション
と連携した様々な社会科学のシミュレーションが行え
る。特に、災害時などの特定状況下のみならず、平常
時での人々の行動シミュレーションが行えるようにな
り、例えば都市計画への応用なども想定される。
・日本全国を対象とした自動車交通シミュレーショ
ン：現状では近畿全域だが、次世代計算機を用い、日
本全国へ拡張。経済的な相互作用を含んだ、災害影響
の伝搬シミュレーション。パラメータサーチ(信号、
ネットワーク、出発・到着地分布変更)による交通相
の応答・特徴抽出。
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次世代計算基盤で期待されるブレークスルーと達成目標（2/2）

デジタルツイン・Society5.0
・高解像度シミュレーションとAIの連携により、デー
タ駆動型のパラメタリゼーションモデルを構築し、こ
れを活用した超高解像度メッシュを用いずとも高精度
な全球気候モデルの計算を実現。富岳の5倍程度の計
算性能とAIを併用することで、現行の高空間解像度計
算よりも100倍の高速化と数百年規模の長期気候計算
の実現。
・富岳の10倍程度の計算が可能となることで、東京
都心部の10km四方に対して、 IoT機器のデータをリ
アルタイムに同化をともなった25cm解像度のリアル
タイム風況デジタルツインを実現。これは現在のシ
ミュレーションで達成できる典型的な解像度の約8倍
の高精細計算。

シミュレーションとAIの連
携による気象計算の高速化

地震・津波防災
• 広域のマクロ地殻変動シミュレータと特定領域のミ
クロな地殻変動・地震動シミュレータを組み合わせ
たマルチスケールシミュレータを開発することで、
地殻変動・地震動の観測データに整合するモデルを
構築。これにより、一定規模の地震が発生した後、
周囲での地震発生の推移を予測できるか検証できる
ようになると期待

• 上記の実現に向けて、富岳の5-10倍程度のシミュ
レーション性能の実現を目標とする。そのため、次
世代計算基盤のシステム特性に合わせた物理シミュ
レーション、及び、AI等のデータ駆動型のアルゴリ
ズム・実装を開発

地殻変動と地震動のマル
チスケールシミュレータ

気象・気候
• 集中豪雨・台風予測精度の大幅向上に向けたリアル
できめ細やかな気象予測システムの開発。竜巻・雷
頻度予測、シナリオを網羅する確率予測、3次元高密
度観測による高頻度リアルタイム予測の実現。

• 気候変動の理解と予測を質的に高める精緻な地球シ
ステムモデルの実現。台風・極端現象・都市気候予
測による適応策での利用、温室効果ガス吸排出量推
定によるパリ協定への貢献。AI超解像の活用。

• 微小から惑星スケールに至る現象の包括的理解。
• 精緻な物理的表現が可能な次世代型の力学、雲微物
理、放射スキームの開発と実証。AI代理モデル等の
加速による富岳比5-10倍以上の大規模計算の実現。

粒子法雲微物
理スキーム気象雷モデル

全球雲解像
モデル

リアルタイム
予測

確率予測

https://youtu.be/dxoIdczz-gc

ものづくり
HPCを活用した現象解明とそれに基づいた最適設計が
様々な産業分野の設計・製造プロセスで実用化される
ことで、製品の更なる高性能化や、多種・多様なニー
ズに対応した製品設計の迅速化等の実現が期待される
（例）航空機の飛行可能領域を決定する長周期的現象

の網羅的予測、および、性能や安全性を統合的
に評価する多目的・多設計変数の機体設計

上記の実現に向けた取り組み
・ウィークスケーリング性能向上のためのプロセス間
通信の効率化

・AIを活用したサロゲートモデルの構築等による設計
空間探索の効率化

航空機飛行可能領域全体をカバー可能な

解析技術→デジタルフライト

遷音速バフェットの解析



京→「富岳」→「富岳NEXT」
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富岳NEXT時代のサイエンスターゲット

細胞内分子動態シミュレーション
全原子分子動力学
計算の高速化
（100倍以上）

長時間ダイナミクスと細胞機能
マルチスケールモデルの利用

「京」では1億原子系の短い時間の
ダイナミクスが実現

「富岳」ではさらに大きな系の
長時間ダイナミクスが可能に

電子状態を考慮したダイナミクスが
可能に(生体デジタルツイン抗体
創薬など)

Parallel evolution 
of machines and 

algorithms 
(coarse-grained) 
accelerated x10~

「FugakuNEXT」20302011～ 「K computer」 2020～ 「Fugaku」

デジタルツイン（上）
AI支援多目的最適化（下）
による自動車設計の期間短縮

生成AIによる最適形状の提案
などによる自動車設計の自動化

AIによる自動運転技術の確立

自動車空力

高解像度LESによる風洞代替など
基礎研究



Fugaku LLM (130億パラメータ

Fugaku LLMの事前学習に、
およそ “10~15年” 要する

Fugaku LLMの事前学習を、
富岳の 1/11 の規模の利用で “1ヶ月強” で完了

最先端の～兆級パラメタの基
盤モデルの

事前学習を2か月以下で完了

AI for Science加速によるイ
ノベーションサイクルの劇的進化

Fujitsu Research Portalで
無償利用可能

米国SambaNova社も商用基盤で提供

https://portal.research.global.fujitsu.com/

気象・気候

「京」を用いたゲリラ豪雨予報
手法の開発

2021年東京オリンピック・パラリンピック期間中
「富岳」によるリアルタイムゲリラ豪雨予報（世界初）

地球規模の気候危機の解決

社会や都市のデジタルツインやAI
との融合により、政策の仮想試行

および提言へ

制御なし

制御あり

11

富岳NEXT時代のサイエンスターゲット

対象モデル
学習可能
トークン数

13B
Transformer

モデル

230B 
トークン

20302011～ 「K computer」 2020～ 「Fugaku」 「FugakuNEXT」



AI for Science による革新的研究推進
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スーパーコンピュータによる「AI for Science」のイノベーション

複雑な科学実験
システムやスパコン
のデジタルツインの
モデル化・制御

Manufacturing
Surgery

Reactors

MobilitySimulation

Instrument 
ControlScreening

Materials 

Discovery

基盤モデルによる
自動的な科学に
おける発見
（AGI科学者）

サイエンス用
プログラム
自動生成

Debugging Coding

Optimization

Security
Translation

サロゲートモデル
(AIでのシミュレー
ションの代替加速)

Parameter 
Search

Augmented 
Simulations

Optimization

科学研究に適した
基盤モデル

SynthesisDistillation

Q+A

WritingIntegration

Protocols

AIによる科学
における生成・
デザイン

Devices
Materials

Proteins

化合物

Original slide courtesy Rick Stevens, ANL, 2023

学習（推論も）にスパコンを要する
大規模モデル「重いAI」

大規模観測
データ処理
モデル

Segmentation

Recognition

「認識」

「生成」「模倣」

Assimilation

13



● 素粒子・原子核

● LQCD計算

● 標準模型とそれを超える物理

● 初期宇宙高温状態、物質生成

基礎科学分野

LQCD計算

ポスト「富岳」の目標性能がHPCアプリで「富岳」の5~10倍程度と設定された事を受けて-

素粒子標準模型の超精密検証と、標準模型を超える物理を探求
1323x240格子でu,d,s,cクォークの物理点直上計算を行い、コデザインによる加速に加えAIの活用
などアルゴリズムの革新的改良により、より大きな格子でボトムクォークまで含めた u,d,s,c,b

クォーク物理点直上計算を目指す。

初期宇宙の物質創成の理解に重要なQCD相転移の究極の理解
物理点直上の高精細格子(「富岳」での483x12, 643x16 よりも細かい803x20格子)を用いた計算によ
り、カイラル対称性の重要な物理課題(対称性の破れ、回復、拡大や、アクシオンダークマターに
関わるQCDトポロジーなど)の系統的な連続極限が可能になることから、格子誤差が大きいこれら
の物理の議論を精密科学として扱う事を可能にする。

次世代計算基盤に係る調査研究報告書より



●アプリケーション（計算科学）の概要

●「富岳NEXT」に期待される Society5.0 アプリケーション

● AI活用、技術開発

● Society 5.0、デジタルツイン



次世代計算基盤開発部門の設置

16

部門 ユニット等 ユニット等のタスク

次世代計算基盤
開発部門

Next-Generation HPC 
Infrastructure

Development Division

部門長 副部門長
近藤 正章 庄司 文由

次世代計算基盤システム開発ユニット
Next-Generation HPC Infrastructure System 

Development Unit

ユニットリーダー
佐野 健太郎

次世代計算基盤に関するアーキテク
チャやシステムソフトウェア等のシステムの
検討及び開発等を行う。

次世代計算基盤アプリケーション開発ユニット
Next-Generation HPC Application Development Unit

ユニットリーダー
青木 保道

次世代計算基盤に関するアプリケーショ
ンの開発及び支援、それを用いた協調
設計（コデザイン）の検討等を行う。

次世代計算基盤運用技術ユニット
Next-Generation HPC Operation Technologies Unit

ユニットリーダー
山本 啓二

次世代計算基盤に関する環境整備の
推進、運用技術に関する検討及び開
発等を行う。

先進的計算基盤技術開発ユニット
Advanced HPC Technologies Development Unit

ユニットリーダー
佐藤 賢斗

先進的計算基盤に向けたシステム構
築に必要な要素技術の開発及び検討
（調査研究）等を行う。

次世代計算基盤マネジメント室
Next-Generation HPC Management Office

室長
嶋田 庸嗣

次世代及び先進的計算基盤に関する
業務の推進や開発におけるマネジメント
全般を行う。

⚫ 「次世代計算基盤開発部門」には、傘下にプロジェクト推進のハブとなるユニットを設置し、次世代計算基盤に係
る必要な検討及び開発を行うほか、さらにその先の次世代計算基盤に必要な技術開発を継続的に実施するため、
最先端の要素技術の開発を、国際連携等で進めるユニットを置く。また、次世代計算基盤に関する業務の推進
や開発をマネジメントする組織（室）を同部門内に設ける。

⚫ 「富岳NEXT」プロジェクト推進に当たっては、理研全体のガバナンスの下、外部有識者による技術評価委員会を
含め、助言・評価・検討体制の構築を検討中。



計
算
の
科
学

計
算
に
よ
る
科
学

HPC/AI駆動型医薬
プラットフォーム部門

量⼦HPC連携
プラットフォーム部門

AI for Science
プラットフォーム部門

「富岳」Society 5.0
推進拠点

次世代計算基盤
開発部門

(2025/4/1~)

センター長
松岡 聡

副センター長
中島 研吾
(計算の科学)

コーディネーター
白井 宏樹

拠点長
松岡 聡（兼務）

副センター長＆
拠点長代理
（空席）

先端運用
技術ユニット
山本 啓二

ソフトウェア開発
技術ユニット
村井 均

部門長
庄司 文由

施設運転
技術ユニット
三浦 信一

データ連携
技術ユニット
甲斐 俊彦

部門長
近藤 正章

AI開発計算環境
運用技術ユニット
三浦信一 (兼務)

次世代AIデバイス
開発研究ユニット
佐野健太郎 (兼務)

AI学習最適化
基盤開発ユニット
Mohamed WAHIB (兼務)

AI学習・推論データ
管理基盤開発ユニット
佐藤賢斗 (兼務)

生命・医科学アプリ
インターフェース
基盤開発ユニット
松永康佑

材料・物性アプリ
インターフェース
基盤開発ユニット
中嶋 隆人 (兼務)

部門長
松岡 聡 (兼務)

次世代高性能
アーキテクチャ研究チーム
近藤 正章 (兼務)

高性能人工知能
システム
研究チーム
Mohamed WAHIB

データ同化研究チーム
三好 建正

複合系気候科学
研究チーム
富田 浩文

複雑現象統一的解法
研究チーム
坪倉 誠

粒⼦系生物物理
研究チーム
杉田 有治

量⼦系分⼦科学
研究チーム
中嶋 隆人

離散事象シミュレー
ション研究チーム
伊藤 伸泰

量⼦系物質科学
研究チーム
柚木 清司

計算構造生物学
研究チーム
Florence TAMA

連続系場の理論
研究チーム
青木 保道

分⼦デザイン
計算知能ユニット
池口 満徳

AI創薬連携基盤
ユニット
奥野 恭史 (兼務)

高性能計算モデリング
研究チーム
Jens DOMKE

部門長
佐藤 三久

量⼦計算
シミュレーション
技術開発ユニット
伊藤 伸泰 (兼務)

量⼦HPC
プラットフォーム
運用技術ユニット
三浦 信一 (兼務)

大規模デジタルツイン
研究チーム
山口 弘純

高性能ビッグデータ
研究チーム
佐藤 賢斗

副部門長

児玉祐悦

副部門長
本間 光貴

創薬化学AI
アプリケーション
ユニット
池田 和由

プロセッサ研究チーム
佐野 健太郎

大規模並列数値計算
技術研究チーム
今村 俊幸

運用技術部門

AI for Science基盤
モデル研究チーム
横田 理央

部門長＆
バイオメディカル
計算知能ユニット
奥野 恭史

高性能クラウドシステム･
セキュアソフトウェア
研究チーム
竹房 あつ⼦

副センター長
杉田 有治 (兼務)
(計算による科学)

副部門長＆
システム運転
技術ユニット

井口 裕次

副部門長
小野寺 民也

量⼦HPCソフトウェア
環境開発ユニット

辻 美和⼦

19チーム
5部門 (1T、22U、1室)

2025年5月1日
体制図

総合防災・減災
研究チーム※
富田 浩文 (兼務)

次世代計算基盤
システム開発
ユニット
佐野健太郎
(兼務)

先進的計算
基盤技術開
発ユニット
佐藤賢斗

(兼務)

次世代計算基盤
アプリケーション
開発ユニット
青木保道 (兼務)

デジタル材料科学
研究チーム
常行 真司

副部門長
庄司 文由
(兼務)

次世代計算
基盤マネジ
メント室
嶋田 庸嗣
（兼務）

次世代計算
基盤運用技
術ユニット
山本 啓二
(兼務)
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